
私たちがダイバーシティといい、インターセクショ
ナリティというとき、私たちはそこに孕まれる不都
合と不安、矛盾と対立の可能性に、誠実に向き
合おうとしてきたのでしょうか。自分の知らない、
好きなわけでもない、場合によっては自分に敵意
を持っているかもしれない他者との否応なしの共
存について、フェミニズムの議論を振り返りつつ
考えてみます。

大阪公立大学女性学研究センター主催　2024年度男女共同参画事業

参 加 費 無 料

（定員に達し次第、申込締切前であっても受付終了とさせていただきます。）

定 員 対面 50名 オンライン150名（先着順）

申 込 方 法 女性学研究センターWEBサイト、もしくは右記のQRコードよりお申込みください。

申 込 締 切 2025 年 1月 30日（木）12時

Zoomのアドレスを1月30日（木）午後にお知らせいたします。この日にメールが届か
ない場合、1月31日（金）16時までに女性学研究センター（www.omu.ac.jp/sss/cws/）
にご連絡ください。

お問合せ先 女性学研究センター

大阪公立大学中百舌鳥キャンパス B1棟 2F第6講義室 (大阪府堺市中区学園町1-1)

コーディネーター：内藤葉子（大阪公立大学）

清水晶子 東京大学教授

対面受付開始16 :45
対面とオンラインのハイブリッド開催（Zoom利用）

17:15-19:00
MONDAY
2/3

平等でも平和でもない共存を生き延びることについて

ベッドを共有する
世界の歩道を共有し、


